
 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.1７   令和４年１月１４日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

 

 

～ 新年明けましておめでとうございます ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、代表児童が３学期がんばることを堂々と発表しました。一部抜粋して紹介します。 

 

 
                            

 

 

 

   
 

 

 ２０２２年、令和４年がスタートしました。この

年末年始休み中、子供たちは、各ご家庭や地域で楽

しい会話や年末年始らしい行事等で充実した日々を

送ることができたのではないかと思います。今年も

コロナを吹き飛ばすように、子供たちと教職員が力

を合わせ、充実した１年となるよう明るく元気にが

んばっていきたいと思います。ご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

さて、始業日の１月７日（金）には、子供たちが

寒さに負けず元気に登校し、大変嬉しく思いました。

３学期始業式で、校長より下記のような「節目を作

る」という話をしました。 
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一筆一筆に心を込めて書き初め大会 

３学期始業式で、校長の話に真剣に聴き入る 
子供たち。とても立派です。 

３学期も引き続き、毎月１～２号の学校便りのほか、ホームページで子供たちの輝く笑顔や地域学校協

働活動の様子等を随時お知らせしていきます。ご感想等がある場合は、是非学校までご連絡ください。 

私が３学期がんばりたいことは２つで、1つ目は社会です。２学期の CRTテストで間違いが多かったので、
しっかりと復習し成績を上げたいです。２つ目は、中学生に向けた準備です。中学校では、勉強も難しいこ
とが増えてくると思うので、今のうちに苦手を克服し備えたいと思います。３学期は、中学校に向け１・２
学期以上にがんばり、最高学年として下級生を引っ張っていきたいと思います。 ６年 熊谷 菫さん 

 

竹は、節を作りながら生長し、節があるからこそ折れずに、真っ直ぐに伸びることができる。 
 ①学習の節目を作る。 

  学年のまとめ、自分の苦手なことにも逃げずに最後まで、「何が分かったか」 

「何ができるようになったか」を自分の言葉で語れるように 

 ②心（生活）の節目を作る。 

  生活リズムの見直し、交友関係といじめ解消、一つ上の学年を意識した言動 

 上記２つの視点を意識し、３学期一日一日しっかりと節目を作り、力を蓄えて、 

来年度さらに一層成長して欲しい。 

 

 1月 7日（金）に校内書き初

め大会を実施。毎日当たり前に

文字を使っていますが、それは

先人の知恵と努力から生み出

されたものです。子供たちに

は、そんな背景を理解しなが

ら、「相手に伝えるために」書

いて欲しいと話をしました。 

1月21日（金）まで書初め展

を開催中ですので、是非ご覧く

ださい。 



 

 

玄関を彩る、想いが込められた手作り門松   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 昨年１２月２０日（月）、町内立木在住の古川征一 

さんが来校され、立派な手作り門松を一組寄贈して

くださいました。 

 古川さんからは、門松作りに込める想いや門松に

関わる町の歴史、そして何よりも「門松に込められ
た意味を子供たちは知らないだろうから、是非伝え
たい。」という熱いメッセージをいただきました。そ
の他にも、門松に使われる材料一つ一つの意味も丁

寧に教えてくださいました。 

 是非、この時期を逃さず、各ご家庭や地域でも門

松に込められた願いや想いを話題にしてみてはいか

がでしょうか。 

１月１９日（水）頃まで飾っています。是非
ご覧ください。 


